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社是

4

はじめに

「都市鉱⼭」から有価⾦属を回収する

資源再⽣メーカー

「豊かな創造性を発揮し、社会貢献を果たす」

持続可能なサーキュラーエコノミーを実現し
環境・社会問題の解決へ
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会社概要

株式会社アサカ理研社 名

代表取締役社⻑ ⼭⽥ 浩太代 表

昭和44年8⽉25⽇ (1969年8⽉25⽇)設 ⽴

504百万円資 本 ⾦

福島県郡⼭市⽥村町⾦屋字マセ⼝47番地本 社 所 在 地

アサカ弘運株式会社連 結 ⼦ 会 社

220名（2024年9⽉30⽇現在）従 業 員 数

ISO9001・ISO14001認 証 取 得

東証スタンダード市場
（5724）上 場 市 場
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事業戦略

6

⾞載⽤のLithium-ion 
Battery(LiB)より

レアメタルを回収し
再びLiBの材料へ。

LiB再⽣事業
新規

回路基板製造時の廃液を
回収し、再び使⽤できる

新液へ再⽣。
アサカ理研の祖業。

環境事業
電⼦スクラップから

有価⾦属を回収し、再び
使⽤できる原料へ再⽣。
アサカ理研の主⼒事業。

貴⾦属事業
製造現場等における

品質管理⼯程の
ヒューマンエラーを

防ぐシステムの提案。

システム事業
既存

Li-ion

既存事業の拡充
保有技術を活かした新規事業の確⽴
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貴⾦属事業
• 当社グループの売上・利益の約８割を占める主⼒事業

• 電⼦部品などから⾦をはじめとする有価⾦属を回収し、お客様へ販売・返却

• ⼯程端材等を仕⼊れ、有価⾦属を抽出・精製するフローと、
お客様の成膜装置内の治具を洗浄し、有価⾦属を抽出・精製するフローで構成

製造メーカー

アサカ理研

ショット⾦ペレット

抽出・精製

不良品・基板屑 等 ⻭科⾦属

防着板・メタルマスク

洗浄・剥離

・電⼦部品業界
・メッキ業界
・⻭科業界

インゴット

商社等

返却
（加⼯賃）

加⼯

蒸着材料

仕⼊

販売

販売・返却

預り
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環境事業
• 創業時から続く祖業でアサカ理研の回収・再⽣技術の原点

• プリント基板メーカーで使⽤された薬液を新液に再⽣

• 新液に再⽣する過程で回収される銅を販売

プリント基板メーカー
仕⼊

使⽤済み
エッチング液

還元

銅粉

銅ペレット 販売

塩化第⼆鉄液
(新液)

銅を回収

薬液に再⽣
鉄鋼メーカー等排⽔処理施設等

販売
アサカ理研

販売
凝集沈降剤
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１．会社概要
２．2024年9⽉期 決算報告
３．2025年9⽉期 通期⾒通し
４．株主還元
５．LiB再⽣事業
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連結損益計算書

●24/9期はLiB再⽣事業への積極投資に伴う販管費の増加により、
営業利益は前期⽐減益となるも、公表値を上回る利益を確保

●LiB再⽣事業の補助⾦等の特別利益244百万円により、当期純利益は前期⽐増益

(百万円)

23/9期 24/9期
実績 実績 前期⽐ 期初公表値 差異

売上⾼ 8,285 7,967 ▲318
(▲3.8％)

8,242 ▲274
(▲3.3％)

 販管費 1,858 2,034 176
(9.5%)

2,082 ▲48
(▲2.3%)

営業利益 395 293 ▲102
(▲25.7%)

202 91
(45.3％ )

経常利益 386 266 ▲120
(▲30.8%)

195 71
(36.9％ )

   (利益率) 4.7% 3.4% ▲1.3pt     2.4% 1.0pt       

親会社株主に帰属する
当期純利益

307 371 64
(20.9%)

326 45
(14.0%)

 1株あたりの当期純利益(円) 61.27 74.16 12.89
(21.0%)

65.24 8.92
(13.7%)

24/9期
百万円未満切り捨て
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(百万円)

23/9期 24/9期 前期⽐
▲503

(▲7.2%)
▲184

(▲56.5%)

売上⾼

セグメント
利益

7,033

327

6,530

142

11

各セグメント別実績

貴⾦属
事業

環境事業

システム
事業

＋ ⾦を中⼼とした貴⾦属相場が⾼騰し、
貴⾦属の販売単価が上昇

ー 取引形態の変化に伴い、加⼯賃取引の
割合が増え、貴⾦属の販売数量が減少

＋ 銅の販売数量増加
＋ 供給懸念等を受けて銅相場が⾼騰し、

銅の販売単価が上昇

＋ 主⼒製品の売上増加
ー 間接部⾨の経費負担増加

※各セグメントの⾦額については
セグメント間取引を含んでおります

百万円未満切り捨て

(百万円)

23/9期 24/9期 前期⽐
168

(16.2%)
61

(453.8%)

売上⾼

セグメント
利益

13

1,036 1,205

74

(百万円)

23/9期 24/9期 前期⽐
20

(10.5%)
▲８

(▲33.8%)

売上⾼ 196 216

セグメント
利益

26 17
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2024年9⽉期 研究開発費・設備投資・減価償却費

研究開発費

（百万円） （百万円）（件）
※直近4年度累計

274

393 385

610

・研究開発費︓実証試験等の研究開発活動に積極投資し実験規模を拡⼤。
連続実験の実施や研究開発に伴う消耗品費の増加等により、前期を上回った。

・設備投資 ︓LiB再⽣事業の実証試験⽤の建屋や研究開発設備を導⼊。
いわき⼯場量産プラントへの投資を実施した前期と⽐べ下回った。

・減価償却費︓LiB再⽣事業の実証試験⽤設備の稼働等により、前期を上回った。

特許出願件数 設備投資(左軸) 減価償却費(右軸)
(有形・無形合計)

227 
232

271

304 
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連結貸借対照表

(百万円)

23年9⽉期
(A)

24年9⽉期
(B)

差異
(B-A)

資産合計 8,348 8,543 194

流動資産合計 3,814 3,724 ▲ 90

固定資産合計 4,534 4,819 285
有形固定資産 4,097 4,282 184  建物及び構築物（純額） +45、建設仮勘定 ＋160
無形固定資産 69 77 7
その他 366 460 93  投資有価証券 ＋81

負債合計 4,092 3,894 ▲ 198
流動負債 2,301 1,910 ▲ 391
固定負債 1,790 1,983 192  ⻑期借⼊⾦ ＋49、繰延税⾦負債 ＋84

純資産合計 4,255 4,649 393  利益剰余⾦ +332

⾃⼰資本⽐率 50.4% 54.0% 3.6%
ROE 7.4% 8.4% 1.0%
PBR 1.48倍 0.99倍 ▲0.49pt 　株価（終値） 23年9⽉末︓1,246円 24年9⽉末︓907円
有利⼦負債残⾼（リース債務除く） 2,652 1,928 ▲ 724
ネット有利⼦負債残⾼ 885 410 ▲ 475
D/Eレシオ（負債資本倍率） 0.6倍 0.4倍 ▲0.2pt

内訳

 棚卸資産 ＋420（※借⼊⾦地⾦ ＋289含む）
 現⾦及び預⾦ ▲248、その他流動資産 ▲269

 短期借⼊⾦ ▲760、借⼊⾦地⾦ ＋289

百万円未満切り捨て
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連結キャッシュ・フロー計算書
（百万円）

営業CF

投資CF

FCF

545

119

468

▲411

(百万円)
21年9⽉期 22年9⽉期 23年9⽉期 24年9⽉期

営業活動によるCF 399 838 697 799
税⾦等調整前当期純利益 425 802 386 508
減価償却費 227 232 271 304
その他 ▲ 253 ▲ 196 39 ▲ 13

投資活動によるCF ▲ 279 ▲ 369 ▲1,108 ▲ 254
有形固定資産の取得 ▲ 265 ▲ 589 ▲1,054 ▲ 475
その他 ▲ 14 219 ▲ 53 220

財務活動によるCF ▲ 274 ▲ 179 202 ▲ 785
借⼊・返済収⽀ ▲ 211 ▲ 120 438 ▲ 711
その他 ▲ 63 ▲ 58 ▲ 235 ▲ 73

現⾦及び現⾦同等物 1,054 1,346 1,138 890

フリーCF 119 468 ▲ 411 545

21/9期 22/9期 23/9期 24/9期

百万円未満切り捨て
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１．会社概要
２．2024年9⽉期 決算報告
３．2025年9⽉期 通期⾒通し
４．株主還元
５．LiB再⽣事業
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(百万円)

(B-A) (B-A)/A

売上⾼ 7,967 9,230 1,263 15.9%

 販管費 2,034 2,350 316 15.5%

営業利益 293 440 147 50.2%

経常利益 266 290 24 9.0%

 (利益率) 3.3% 3.1% ▲0.2pt     

 親会社株主に帰属する当期純利益 371 220 ▲ 151 ▲40.7%

1株あたり当期純利益(円) 74.16 43.87 ▲ 30.29 ▲40.8%

24年9⽉期
実績(A)

25年9⽉期
予想(B)

実績⽐

16

2025年9⽉期 連結業績予想

売上⾼ ︓取引先の増産予測に伴う貴⾦属取扱数量の増加により、増収の⾒通し
経常利益︓⽀払利息が増加するも増収に伴う収益増加の⾒通し

百万円未満切り捨て
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各セグメント別予想

貴⾦属
事業

環境事業

システム
事業 等

＋ ⾦を中⼼に底堅い貴⾦属相場⾒通し
＋ 貴⾦属取扱数量の増加⾒通し

＋ 銅および再⽣した薬液の販売量増加
ー 間接部⾨の経費増加により減益

ー システム事業の⼤型案件が24/9期に
⼀服したことで前期⽐で減収減益

(百万円)

24/9期 25/9期 実績⽐
1,450

(22.2％)
103

(72.5%)

売上 6,530 7,980

セグメント
利益

142 245

(百万円)

24/9期 25/9期 実績⽐
65

(5.4%)
▲ 39

(▲52.7%)

売上 1,205 1,270

セグメント
利益

74 35

(百万円)

24/9期 25/9期 実績⽐
▲ 26

(▲4.7%)
▲ 39

(▲79.6%)

売上 556 530

セグメント
利益

49 10

百万円未満切り捨て
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2025年9⽉期 研究開発費・設備投資・減価償却費

研究開発費

（百万円） （百万円）

393 385

610

761

・研究開発費︓前期に引き続きLiB再⽣事業の実証試験等の研究開発活動へ積極投資。
研究開発⼈員の増加等の要因により前期を上回る。

・設備投資 ︓いわき⼯場へ量産プラントを導⼊することで、前期を⼤幅に上回る。
(同⼯場への投資総額は、2026年までに約70億円を予定。)

・減価償却費︓LiB再⽣事業の実証試験⽤設備の稼働等により、前期を上回る。

設備投資(左軸) 減価償却費(右軸)
(有形・無形合計)

（百万円）

667

1,131

485

3,382
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１．会社概要
２．2024年9⽉期 決算報告
３．2025年9⽉期 通期⾒通し
４．株主還元
５．LiB再⽣事業
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株主還元⽅針と配当実績

LiB再⽣事業への積極投資に伴い⽀出増加が想定されるが
１株当たり８円を最低ラインと定め安定配当を継続していく。

上場来
最⾼益

7.5 7.5 7.5 7.5 7.5 7.5 8

16

8 8 8
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15.9 16.9 17.9 18.9 19.9 20.9 21.9 22.9 23.9 24.9(⾒込) 25.9(予想)

30.2%

16.8% 14.0%
16.3%

47.3%

31.6%

10.7%
13.0% 13.1% 10.8%

18.2%

0%

25%

50%

配
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性
向

⼀
株
当
た
り
年
間
配
当
⾦
︵
円
︶ ※ 2021年9⽉期以前の

１株当たり配当額は
株式分割を反映しております
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企業価値向上に向けた取り組み

50％ 50％

PBR

ROE
新規事業 既存事業

10％以上

１倍以上
・ＤＸ化推進
・新規技術の活⽤

⼈的資本投資

社会変化への適応

・⼈材育成への投資
・評価体系の改善

・LiB事業の進捗情報の公開
・決算説明情報の公開

事業基盤の強靭化

IR機能の強化

開⽰情報の拡充

・新規市場、顧客開拓
・⽣産⼯程の合理化、⾃動化
・⾼収益事業へのリソースシフト

ポートフォリオの再構築
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１．会社概要
２．2024年9⽉期 決算報告
３．2025年9⽉期 通期⾒通し
４．株主還元
５．LiB再⽣事業
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LiB再⽣事業① 事業概要

23

郡山駅

泉駅

東
北
新
幹
線

常
磐
線

いわき工場

本社工場

富久山工場

稼働開始 2026年(試験稼働)
2028年(量産稼働)

総投資額 70億円

参⼊背景

事業内容

2013年にレアメタル・レアアース研究を開始
電気⾃動⾞(EV)のリチウムイオン電池(LiB)
リサイクルに着⼿

2019年より事業化に向け研究開発を開始

LiBから主要なレアメタルを再⽣する
再⽣後のレアメタルは再びLiBの原料とする
スキーム構築 (⽔平リサイクルの実現)

事業⽬標
資源を取り巻く課題の解決
・CO₂排出量の削減
・鉱⼭開発による環境破壊の防⽌
・レアメタル資源枯渇の防⽌
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LiB再⽣事業② ⽔平リサイクルのビジネスモデル

CO₂排出量を鉱⼭採掘で発⽣する量よりも少なく
鉱⼭由来と同等品質のリサイクル原料を供給

EVの製品寿命は約10年とされる
2030年代以降に使⽤済LiB量が
増加していくと⾒込む

使⽤済LiBを集荷・保管する企業
と提携し、受⼊・処理体制を構
築中

LiB⼯程廃材
LiB⽣産時に⽣じる端材など

使⽤済LiB
廃棄後のEVから回収されるLiB

いわき⼯場の設備稼働率
100％分の材料確保を⾒込む

⽔平リサイクル
“LiB to LiB”

ﾌﾟﾗｲﾑ ﾌﾟﾗﾈｯﾄ
ｴﾅｼﾞｰ&ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ㈱

正極材/前駆体
メーカー

Li-ion

正極材

Li-ionLi Co

Ni Mn

回収拠点

Li-ion

Li-ion

リサイクル原料 LiB⼯程廃材 使⽤済LiB

電池/⾃動⾞
メーカー

レアメタル
回収・再⽣

当⾯はLiB⼯程廃材を中⼼に取り扱う



Circulate the possibilitiesConfidential copyright@Asaka Riken Co.,Ltd.

バリューチェーンの確⽴により市場優位性を獲得

25

LiB再⽣事業③ 追加投資の決定

技術開発の⼤幅進捗(競争⼒の確保) 電池メーカーとの提携(原料の確保)

①EU電池規則
回収率⽬標達成

⽔酸化Li炭酸Li

2031年⽬標達成 2027年⽬標達成

硫酸Co 硫酸Ni

②環境負荷低減
CO2

③⾼品質の実現

ﾌﾟﾗｲﾑ ﾌﾟﾗﾈｯﾄ ｴﾅｼﾞｰ&ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ㈱
※トヨタ⾃動⾞㈱ とパナソニックHD㈱ の合弁会社

2023年 共同開発契約の締結

2024年 覚書(MOU)の締結
同社⼯場で発⽣するLiB⼯程廃材(⽣産⼯程
で発⽣する不良品等の⼀部)のリサイクルを
当社が請け負う契約

CO₂量低減 ⽔資源循環
排出量の削減

廃棄物の
⼤幅削減

Li-ion

鉱物由来資源と
同等品質

EV⻑距離⾛⾏へ対応
(LiBの⾼容量化)

2024年10⽉、追加設備投資を決定 総投資額を70億円へ増額
想定される環境規制等に事前に対応し、中⻑期的に優位なポジション確保へ
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LiB再⽣事業④ 投資内容・資⾦調達
【資金調達手段・評価内容】

グリーン社会の実現に向け当社が⽬指す
レアメタル資源循環モデルを評価いただく投資総額

70億円

機
械
設
備

建
物

・投資内容の⼤部分が
⽣産能⼒に直結する機械設備

・2026年に試験稼働を開始し
2028年に量産体制に移⾏

・2035/9期までに投資額回収

【投資内容】

シンジケートローン

60億円

約18億円

経済産業省補助⾦

約2.3億円

福島県補助⾦

レアメタル回収プロセスが評価を受け、
リサイクル分類で唯⼀採択される

LiB再⽣事業の将来性と成⻑性、
雇⽤の創出効果に期待され採択に⾄る

㈱⽇本政策投資銀⾏、㈱常陽銀⾏、
㈱東邦銀⾏の3⾏より借⼊
2035年完済予定(分割返済) ※補助⾦つなぎ融資⾦含む

「蓄電池の国内⽣産基盤確保のための
先端⽣産技術導⼊・開発促進事業」に採択

ふくしま産業復興企業⽴地
補助⾦(第13次募集)を2024年3⽉に受領
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LiB再⽣事業⑤ ロードマップ

2026年~2034年

2019年 LiB再⽣事業参⼊

〇研究開発が⼤幅に進捗
累計50件以上の特許申請

〇事業領域の整備が進み
市場競争⼒を獲得

1st Step Next Step3rd Step2nd Step

2023年〜2025年2013年〜2022年

〜2035年
LiB事業の投資回収完了

〇レアメタル事業の集⼤成
LiB事業へ参⼊

〇溶媒抽出など独⾃技術を
派⽣させる

2023年 レアメタル回収率
⼤幅向上に成功

2023年 環境を負荷低減した
プロセスの開発成功

2024年 電池メーカーとの提携

2026年
いわき⼯場試験稼働開始
認証⽤サンプル⽣産開始

2035年〜
使⽤済LiBリサイクル
処理量の拡⼤

2028年
いわき⼯場量産稼働開始

2035年〜

〇量産稼働を開始
⾼品質な原料を供給

〇循環型社会実現に向け
LiB to LiB がスタート

〇リサイクル処理能⼒の
⼤幅向上を⽬指す

〇LiB⼯程廃材と使⽤済LiB
リサイクルの両⽴

レアメタルの需要拡⼤
資源枯渇懸念が強まる

LiBリサイクル関連の
環境規制の強化

EV市場の拡⼤加速
LiB⼯程廃材の増加

使⽤済LiB発⽣量増加
リサイクル需要の拡⼤

2013年 レアメタル事業参⼊
基礎研究を開始
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 本書には、当社および当社グループに関連する⾒通し、将来に関する計画、経営
⽬標などが記載されています。これらの将来の⾒通しに関する記述は将来の事象
や動向に関する現時点での仮定に基づくものであり、当該仮定が必ずしも正確で
あるという保証はありません。様々な要因により、実際の業績が本書の記載と著
しく異なる可能性があります。

 別段の記載がない限り、本書に記載されている財務データは⽇本において⼀般に
認められる会計原則に従って表⽰されています。既に⾏っております今後の⾒通
しに関する発表につき、開⽰規則により求められる場合を除き、必ずしも修正す
るとは限りません。

 本書はいかなる有価証券の取得の申込みの勧誘、売付けの申込み⼜は買付の申込
みの勧誘（以下「勧誘⾏為」という）を構成するものでも、勧誘⾏為を⾏うため
のものでもなく、いかなる契約、義務の根拠となり得るものでもありません。

免責事項
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Appendix
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31

主⼒製品相場推移

⾦相場

銅相場

ー 円/g
ー $/toz

ー 円/kg
ー $/ton

(円/kg) ($/ton)

($/toz)(円/g)

2024年9⽉期 範囲

出所︓JX⾦属株式会社 https://www.jx-nmm.com/cuprice/

出所︓⽥中貴⾦属⼯業株式会社
https://gold.tanaka.co.jp/commodity/souba/m-gold.php
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業界別⽣産動向推移

(百万個)

⽔晶振動⼦

(百万個)

コネクタ

(百万個)

半導体集積回路

(千㎡)

電⼦回路基板

2024年9⽉期 範囲

出所︓⼀般社団法⼈電⼦情報技術産業協会
https://www.jeita.or.jp/japanese/stat/


